
川西市社会福祉協議会は今年で７０周年を迎えました。住み慣れた地域でいつまでも暮らし続けるまちにしたいと、
日々活動されている住民の皆さんがいらっしゃったからこそ、ここまで歩んでこられました。

皆さんとの歩みの一部を下のすごろくで紹介します。

７０周年！ ありがとう！
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令和５年

広報紙の
愛称を公募。
“ぽけっと” に
決定！

平成３１年

新型コロナウイルス
感染症流行
新たなつながり
づくりを模索

令和３年

企業フード
ドライブ

受け入れ開始

昭和５８年

小学校区単位に
地区福祉委員会を
設置（１２地区）
※現在は１４地区

平成１５年

第1次川西市
地域福祉推進計画、
地区福祉計画
策定

昭和６０年

在宅援助の
活動がはじまる
（大和地区）

昭和５０年

社会福祉法人として認可、福祉委員制度発足、
広報紙「社協だより」創刊

川西市社会福祉協議会
誕生

今ここ！

スタート！ 昭和２９年８月

社会福祉法人川西市社会福祉事業団と
合併

平成２３年

市民で初めて市民後見人が
選任される

平成２８年

活動スローガン

ほっとかへん つなげる・つながる おてつだい

社協かわにし 「ぽけっと」
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川西市社会福祉協議会
ホームページ
http://www.k-shakyo.or.jp/ 

公式ＬＩＮＥ 公式 Instagram

社協かわにし 200号
令和６年８月１日発行
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　今号は令和５年１２月～令和６年５月にいただいたご寄付とその使い途
を紹介します。※寄付者の希望により、未記載のものもあります。
　物品のご寄付は、新品・未使用の物に限ります。また受け取れない物品
もありますので、事前にお問い合わせください。また、お振込でご寄付く
ださる方についても、領収書の発行や税額控除、広報紙への掲載の可否
等、確認させていただきたい内容がありますので、ご連絡をお願いします。

いただいたご寄付（金銭）

岡須美江
うさぎ自動車
徳栄建設㈱
ハイクおじさん
栄根在住の兄弟
やすこ
一市民
まんま食堂
川西友の会
恵
ササベケーエス
ニデックオーケーケー（株）・
OKK 労働組合

7,913,905
６,000
15,000
30,000
5,000
６,000
40,000
5,000
3,000

1８,000
1２,000
50,000

1
６
3
３
1
６
2
1
1
５
６
1

回数12～5月 寄付者 合計金額（円）
匿名
小郷　春美
NPO法人プロレスリングアンサー
西岡　英治
新田一市民
串カツあさひ
川村　美由紀
社協募金箱
アルミ缶収益美園町さつき会
一市民
鳥山　博文
清龍会
（一社）鳴尾ゴルフ倶楽部

50,000
3,000

100,000
20,000
21,000
12,000
3,000
11,078
10,000
6,000
7,550
779

100,000

1
1
１
１
2
４
１
２
１
2
１
１
１

回数12～5月 寄付者 合計金額（円）

池田泉州銀行　川西支店　普通　4859932
三井住友銀行　川西支店　普通　3242392
口座名義　ﾌｸ）ｶﾜﾆｼｼｼｬｶｲﾌｸｼｷｮｳｷﾞｶｲ
　　　　　福）川西市社会福祉協議会

●善意銀行　振込先

いただいたご寄付（物品）

同じ生きづらさを抱えている方と
気持ちを分かち合いたい

つながり支えあう共生の
地域づくり

当事者団体助成金（１団体）
生活一時支援（５件）
修学支援（小学校 ２名）
修学旅行費補助（中学校 １名）

尿取りパット、
あかちゃん用おむつ

117,514
97,365
53,934
30,000

12～5月 支援内容 合計金額（円）
支援した金銭

支援した物品

福祉教育活動補助（１件）
受験料補助（４件）
子育て支援助成金
（子ども食堂4団体 学習支援2団体）

20,000
125,660
 670,000

12～5月 支援内容 合計金額（円）

生活協同組合コープこうべ　第一地区本部
金光教東谷教会信徒会
岩上
匿名
大和の一住民
船木　茂
匿名

米
清拭布
紙オムツ
靴下、上着、服、オムツ
リハビリパンツ、吸水マット
電気ポット
洗濯洗剤

１
1
1
1
1
１
１

回数12～5月 寄付者 物品善意銀行だより
 いただいた寄付は、緊急時の災害派遣ボラン
ティアを派遣する際のバス代等に使用します。

内藤
川村
社協募金箱

18,000
３,000
112

6
1
1

回数12～5月 寄付者 合計金額（円）

池田泉州銀行　川西支店　普通　4859933
三井住友銀行　川西支店　普通　3680948
口座名義　ﾌｸ）ｶﾜﾆｼｼｼｬｶｲﾌｸｼｷｮｳｷﾞｶｲ
　　　　　福）川西市社会福祉協議会

●ボランティア募金　振込先

ボランティア基金だより

問合せ先

企画・総務チーム
TEL 072（759）5200

　ここで紹介するのは、現在市内で取り組まれている活動の一部です。主な担い手は
川西市社協の地域組織である地区福祉委員会や民生委員・児童委員、ボランティアな
ど地域の方々で、「つながり」「みまもり」「支えあい」を基本に活動されて
います。川西市社協は地域住民の方々、行政、企業、事業所と連携し、誰ひ
とり取りこぼさない福祉のまちづくりを進めます。

つながり広がるボランティア

地域と事業所のコーディネート

みんなで支えあう仕組み「ほっとかへん」を合言葉に

詳しい内容はこちら▶

詳しい内容はこちら▶

　清和台第２自治会館では、相談窓口「こころ」
を開設し、住民の困りごと相談や、民生委員・児
童委員と協力して希望した住民の方へ、安否確
認・見守り活動を行っています。電話をかけた時
の「元気にしとるよー」という明るい返事が、活
動者の励みになっています。
　この他にも、車いす貸出やボランティアの受付、
各機関との連携など地区の福祉拠点となってい
ます。

【北小地区福祉委員会】

【清和台コミュニティ協議会福祉部会（清和台地区福祉委員会）】

　「大和福祉ネットワーク会議」では、「誰もが
安心して住み続けられるまちづくり」について
活発に協議されています。自治会、コミュニティ
協議会、民生委員・児童委員、主任児童委員、
学校、こども園、行政、企業、地域内の福祉関
連事業所など35団体が集まり、地域の課題の
共有や解決に向けた協議が行われています。
　このような協議の場は全地区で行われ、そ
れぞれの地域にあった活動が生まれています。

【大和地区福祉委員会】
　「最近、久代で暮らす外国人が増えてるよ
ね。」「交流の場があったらいいよね。」と福祉
委員から声があがり、川西市社協からインド
ネシア出身のエンダさんを地域のカフェへお
誘いしたところ、インドネシアの文化や生活な
どの話で盛りあがり、交流がはじまりました。
　このような日常生活でのコミュニケーション
が、国籍や民族などを越えて、同じ地域住民
として気にかけあう地域づくりにつながります。

【久代小地区福祉委員会】
　草引きを手伝ってほしい、と東谷地区の「こ
こ・ほっと」に相談がありました。「ここ・ほっ
と」では、日常生活のちょっとした困りごとを、
住民同士の助けあいで解決する活動を行って
います。活動中にその他にも困っていること
や、本人の好きなことなどを会話で引き出し、
必要に応じて専門職へつなぎます。
　また、本人の特技を活かせる活動につなげ
るなど、住民同士のつながりを広げています。

【東谷地区福祉委員会】

「ひだまり」２号店での活動の様子

「おいしいコーヒーの淹れ方講座」の様子

第
５次

地域
福祉推

進計画・地区福祉計
画

カフェがスタートしたころから来ています。
月に１回ここに来るのが楽しみ。
歩いて外の空気を吸って、
ここでみんなと話をするのが楽しい！

いつもここへ一緒に来ていた友人が亡くなり、
ショックで何もする気になれなかったけれど、
今日来てみんなに元気をもらいました。
ここに来ていたらお互いに気にかけあえる！

「ものわすれカフェ」は
地域の居場所です。

お互いの見守りの場にもなっています。

基本目標 １

誰もが安心して生活できる
基盤づくり

基本目標 ２

頼られる社協の
体制づくり

基本目標 ３

助けあいから生まれる
新たなつながりづくり

つながり、支えあえる
地域づくり

誰もが住み続けられる
地域を目指して

身近なところで
よろず相談

地域とつながって
認知症予防 “ほっとかへん”人づくり

　「社会に貢献したい」という想いを形にする善意銀行（善
意の金銭や物品の預託）、「困ったときはお互いさま」の共同
募金運動、主に地区福祉委員会活動の原資になる社協会員
会費。皆さんからいただいたご寄付等は、支援を必要として
いる方々や地域福祉活動を支えています。
　今後も、ご協力よろしくお願いします。

　誰もが安心して生活できるまちには、つながり支えあう住
民と、安心できる相談先が必要です。
　住民同士が気にかけあい、困りごとを抱えている人に早期
に気づくことができる地域づくりを進めるとともに、社協職
員・施設すべてが住民の皆さんにとって気軽な相談先となり、
頼りにされる支援体制をつくっていきます。

　新たな障がい福祉サービス事業所の開所に
向けて、地域のニーズ把握や、つながりづくり
のサポートをしています。今年に入り、社会福
祉法人みやびの杜と西多田にある「みんなの
食堂「ひだまり」２号店」（地域食堂）をコー
ディネートし、地域活動へとつながりました。
　今後も地域活動に事業所等が参画できるよ
うにつなぎ役となります。

　「隣のおばあさん、一人暮らしなのに大量の食料が届いているみ
たい…。」認知症などにより適切な判断が難しくなり、誤って必要
のない契約をしてしまう方がいます。周囲は、異変に早期に気づき、
必要な支援につなぐことが求められます。
　そのような方の権利を守る市民（市民後見人など）を養成し、
その活躍の場をつくります。

　同じ悩みや困りごとを抱える方同士、悩みを打ち明けることや、
問題解決のためにアドバイスを出し合うことができるグループ
のことをセルフヘルプグループといいます。
　川西市社協では、セルフヘルプグループづくりを支援します。

　ボランティア活動に関心を持ってもらうため
に、講座の開催や活躍の場づくりをしています。
昨年は「おいしいコーヒーの淹れ方講座」を開催
した結果、定員の５倍以上の応募がありました。
　今後も地域の皆さんが参加したくなるような
講座等を開催し、ボランティア活動を盛り上げ
ていきたいと思っています。関心のある方はぜ
ひご参加ください。

社協かわにし 「ぽけっと」

３

社協かわにし 「ぽけっと」

２



社協会員会費２万円～で上記広告と同じサイズの広告掲載が可能です！「社協かわにし『ぽけっと』」は川西市内全域に全戸配布しています。
掲載費用は、市内の地域福祉に役立てられ、地域貢献ができます。詳しくは、上記連絡先までお問合わせください。

〒666-0017 兵庫県川西市火打1丁目12番16号
 キセラ川西プラザ 福祉棟1階
TEL：072（759）5200 　FAX：072（759）5203
E-mail：info＠k－shakyo.or.jp

発行元：社会福祉法人 川西市社会福祉協議会

　住民の皆さんが会費を納めて財源面で地域づく
りを応援する仕組みの一つです。“誰もが暮らしや
すいまちづくり”を実現できるよう、あなたからの
応援をお願いします！！

　ファミリーサポートセンター会員の関純子さん（関西テレ
ビアナウンサー）をゲストにお呼びして、実際の体験をもとに
ファミリーサポートの良さを分かち合います♪

まちの子育てひろばへの
共同募金助成金のご案内

社協会員会費制度みんなが地域の一員 ぜひご協力を！

締切日：８月２２日（木）
締め切り日必着

　親子が交流する場の提供などを川西市内で行ってい
る、まちの子育てひろば（県登録グループ）と、子育て自
主グループ（市登録グループ）に、地域における子育て支
援を目的に、共同募金配分金を助成します。
　助成を希望されるグループは、下記申込方法をご確認
ください。

令和６年能登半島地震における
被災地支援について

かわにしファミリーサポートセンター

　５月に七尾市社会福祉協議会災害ボランティアセン
ターの運営支援等のため、２名の職員を派遣しました。
発災から７か月経過していますが、今後も息の長い支援
が必要な状況で、引き続き、関係機関と連携しながら、
支援を行っていきます。
　本会では、被災地支援での経験を活かし、川西市にお
ける発災時の体制を地域の皆さんと一緒に、整えていき
たいと考えています。また、被災された方々を支援する
ため、災害義援金を受け付けています。本会ホームペー
ジに特設ページを開設しておりますので、詳しくは下記
QRコードからご覧ください。　

　川西市社会福祉協議会は、地域の皆様と一緒に「ほっ
とかへん　つなげる・つながる　おてつだい」を目指し
て、まちづくりに取り組んでいます。
　ぜひ、「社協かわにし『ぽけっと』」へ
のご意見、ご感想をお寄せください。

申込方法：本会ホームページより希望書をダウ
ンロードして記入の上、メール・FAX・郵送・
窓口にて、お申込みください。

●日　時： 8月17日（土）
 午後1時半～3時半
●場　所： キセラ川西プラザ2階
●講　師： ほっとほほえみ
●内　容： お互いを認め合う
 コミュニケーションや
 発想の転換方法を学ぶ
●定　員： 20名（市内優先）
●締　切： 8月9日（金）

●テーマ：「やっててよかった！ファミサポ♥」
●主　催： かわにしファミリーサポートセンター
●日　時： ９月30日（月）午前10時～12時
●場　所： キセラ川西プラザ
 文化棟2階　大会議室
●ゲスト： 関西テレビアナウンサー
　 関 純子（せき じゅんこ）さん
●参加費： 無料
●定　員： 先着70名
●申込み：8月1日（木）午前9時からQRコードか電話で同センターへ
●対　象： 子育て支援に興味がある方
 ファミサポ会員、川西市在住の方優先

笑いからはじまる
コミュニケーション講座

●日　時： 9月6日～10月18日の毎週金曜
 午前10時～正午（全7回）
●場　所： キセラ川西プラザ2階
●講　師： 音訳指導者　安田知博さん
 日本ライトハウス派遣講師
 音訳グループさわらび
●内　容： 読みの練習、録音体験等 
●定　員： 20名（抽選）
●受講料： 1,000円
●締　切： 8月30日（金）

TEL：072（759）5200　FAX：072（759）5203
E-mail：vc@k-shakyo.or.jp

TEL：072（759）5200
FAX：072（759）5203
URL：http://www.k-shakyo.or.jp/
E-mail：kyobo@k-shakyo.or.jp

TEL：072（740）6800  
Mail：famisapo@k-shakyo.or.jp 
URL：http://www.k-shakyo.or.jp/fami/

※法人は①のみ
①本会窓口で直接納付
②お住いの地域の自治会で納める
③スマートフォンから協力する

アンケートフォーム
https://forms.gle/7PcBq28sKG6tAa5d7

災害ボランティアセンターの活動の様子

特設ページは
こちら

川西市社会福祉協議会　企画・総務チーム

地域の子どもたちの成長を見守りませんか？
詳しくは下記までお問い合わせください♪

公式インスタグラム！ 
「ぼらせん」です

音訳ボランティア
入門講座

川西市ボランティア活動センター

ホームページはこちら

クレジット
カード

ソフトバンク
ポイントで

ソフトバンク
電話料金と一緒に

かわにしファミリーサポートセンター第３回講習会

社協会員会費に
関する詳しい内容は
右記QRコードから
ご覧いただけます。

関
西
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

関 

純
子
さ
ん申込み

QRコード

気軽にやってみませんか？

ボランティア情報

申込み・問合せ

ファミサポ
協力会員募集中！

協力方法

（参考：令和５年度は３４グループに合計934,000円を助成）
●助成金額は、エントリー数、活動回数によって変動します。　

社協かわにし 「ぽけっと」

４


